
 

議案第４号 

 

小松市立学校管理規則等の一部を改正する規則について 

 

 小松市立学校管理規則等の一部を改正する規則を次のように制定す

る。 

 

小松市立学校管理規則等の一部を改正する規則 

 

 （小松市立学校管理規則の一部改正） 

第１条 小松市立学校管理規則（平成14年小松市教育委員会規則第２号）

の一部を次のように改正する。 

  第５条第１項第１号中「小学校及び中学校」を「小学校，中学校及び

義務教育学校」に改める。 

 （小松市立小学校及び中学校の準教科書の無償措置に関する規則の一

部改正） 

第２条 小松市立小学校及び中学校の準教科書の無償措置に関する規則

（昭和48年小松市教育委員会規則第４号）の一部を次のように改正する。 

  題名を次のように改める。 

     小松市立小学校等の準教科書の無償措置に関する規則 

  第１条中「小学校及び中学校」を「小学校，中学校及び義務教育学校

（以下「小学校等」という。）」に改める。 

  第３条中「小学校の児童及び中学校の生徒」を「児童及び生徒」に改

め，「小学校及び中学校」を「小学校等」に改める。 

  第４条中「小学校及び中学校」を「小学校等」に改める 

  第５条中「小学校及び中学校」を「小学校等」に改め，「小学校の第

１学年から第６学年までの児童及び中学校の第１学年から第３学年ま

での生徒」を「小学校等に在籍する児童及び生徒」に改める。 

  第６条中「小学校及び中学校」を「小学校等」に改め，「次に掲げる

もの」を「体育（全学年）」に改め，「小学校 体育(全学年)・特別活動

(全学年)」及び「中学校 体育(第１学年)」を削る。 

令和３年２月９日 

教育委員会会議 資料 

学校教育課 
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  第７条から第９条まで及び第 11 条から第 13 条までの規定並びに第

15 条中「小学校及び中学校」を「小学校等」に改める。 

 （小松市立学校通学区域規則の一部改正） 

第３条 小松市立学校通学区域規則（平成 31 年小松市教育委員会規則第

６号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「小松市立小学校及び小松市立中学校(以下「小松市立小中

学校」という。)」を「小松市立小学校，小松市立中学校及び小松市立

義務教育学校(以下「小松市立小学校等」という。)」に改め，第２条中

「小松市立小中学校」を「小松市立小学校等」に改める。 

 （小松市立学校施設使用規則の一部改正） 

第４条 小松市立学校施設使用規則（昭和 24 年小松市教育委員会規則第

１号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「小松市立小学校及び中学校の体育施設の開放に関する規

則(昭和52年小松市教育委員会規則第４号)に規定する小松市立学校体

育施設」を「小松市立小学校，中学校及び義務教育学校の体育施設」に

改める。 

 （小松市立小学校及び中学校の体育施設の開放に関する規則の一部改

正） 

第５条 小松市立小学校及び中学校の体育施設の開放に関する規則（昭

和 52 年小松市教育委員会規則第４号）の一部を次のように改正する。 

  題名を次のように改める。 

     小松市立小学校等の体育施設の開放に関する規則 

  第１条中「小松市立学校体育施設」を「小松市立小学校，中学校及び

義務教育学校の体育施設」に改める。 

   附 則 

 この規則は，令和３年４月１日から施行する。 
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小松市立学校管理規則（平成14年小松市教育委員会規則第２号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

小松市立学校管理規則 

 

(休業日) 

第５条 学校の休業日は土曜日，日曜日及び国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第

178号)に規定する休日のほか，次の各号に定めるとおりとする。 

 (1) 小学校及び中学校 

   学年始休業日 ４月１日から同月５日まで 

   夏季休業日 ７月21日から８月30日まで 

   冬季休業日 12月25日から翌年１月７日まで 

   学年末休業日 ３月25日から同月31日まで 

 (2) 高等学校 

   学校創立記念日 

   学年始休業日 ４月１日から同月７日まで 

   夏季休業日 ７月21日から８月31日まで 

   冬季休業日 12月24日から翌年１月６日まで 

   学年末休業日 ３月25日から同月31日まで 

2 前項に掲げるもののほか，教育長が必要と認める場合においては，休業日を定める

ことができる。 

3 校長は，教育上特に必要と認めるときは，あらかじめ教育委員会に届け出て，児童

生徒の特定の集団について授業日を設け，又は休業日に授業を行うことができる。 

 

小松市立学校管理規則 

 

(休業日) 

第５条 学校の休業日は土曜日，日曜日及び国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第

178号)に規定する休日のほか，次の各号に定めるとおりとする。 

 (1) 小学校，中学校及び義務教育学校 

   学年始休業日 ４月１日から同月５日まで 

   夏季休業日 ７月21日から８月30日まで 

   冬季休業日 12月25日から翌年１月７日まで 

   学年末休業日 ３月25日から同月31日まで 

 (2) 高等学校 

   学校創立記念日 

   学年始休業日 ４月１日から同月７日まで 

   夏季休業日 ７月21日から８月31日まで 

   冬季休業日 12月24日から翌年１月６日まで 

   学年末休業日 ３月25日から同月31日まで 

2 前項に掲げるもののほか，教育長が必要と認める場合においては，休業日を定める

ことができる。 

3 校長は，教育上特に必要と認めるときは，あらかじめ教育委員会に届け出て，児童

生徒の特定の集団について授業日を設け，又は休業日に授業を行うことができる。 
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小松市立小学校及び中学校の準教科書の無償措置に関する規則（昭和48年小松市教育委員会規則第４号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

小松市立小学校及び中学校の準教科書の無償措置に関する規則 

 

   第１章 総則 

(目的) 

 第１条 この規則は，小松市立小学校及び中学校において使用する準教科書を無償

とする措置について，必要事項を定めるとともに，当該措置の円滑な実施に資するた

め，準教科書の採択の制度を整備し，小学校及び中学校の教育の充実を図ることを目

的とする。 

～（略）～ 

 (無償給付) 

第３条 小松市は，毎年度，小学校の児童及び中学校の生徒が，各学年の課程におい

て使用する準教科書で，第７条から第14条までの規定により採択されたものを購入

し，小学校及び中学校の校長に無償で給付することができる。 

 (無償給与又は貸与) 

第４条 小学校及び中学校の校長は，前条の規定により，小松市から無償で給付され

た準教科書を当該児童又は生徒に無償で給与し，又は貸与することができる。 

２ 学年の中途において転入した児童又は生徒については，種目ごとに，転入後にお

いて使用する準教科書が，転入前使用の準教科書と異なる場合又は使用していなか

った場合に無償で給与し，又は貸与する。 

 (無償給与又は貸与の範囲) 

第５条 小学校及び中学校において使用される準教科書の無償給与又は貸与を受ける

者の範囲は，小学校の第１学年から第６学年までの児童及び中学校の第１学年から

第３学年までの生徒とする。 

 (準教科書の種目) 

小松市立小学校等の準教科書の無償措置に関する規則 

 

   第１章 総則 

(目的) 

 第１条 この規則は，小松市立小学校，中学校及び義務教育学校（以下「小学校

等」という。）において使用する準教科書を無償とする措置について，必要事項を定

めるとともに，当該措置の円滑な実施に資するため，準教科書の採択の制度を整備

し，小学校及び中学校の教育の充実を図ることを目的とする。 

～（略）～ 

 (無償給付) 

第３条 小松市は，毎年度，児童及び生徒が，各学年の課程において使用する準教科

書で，第７条から第14条までの規定により採択されたものを購入し，小学校等の校

長に無償で給付することができる。 

 (無償給与又は貸与) 

第４条 小学校等の校長は，前条の規定により，小松市から無償で給付された準教科

書を当該児童又は生徒に無償で給与し，又は貸与することができる。 

２ 学年の中途において転入した児童又は生徒については，種目ごとに，転入後にお

いて使用する準教科書が，転入前使用の準教科書と異なる場合又は使用していなか

った場合に無償で給与し，又は貸与する。 

 (無償給与又は貸与の範囲) 

第５条 小学校等において使用される準教科書の無償給与又は貸与を受ける者の範囲

は，小学校等に在籍する児童及び生徒とする。 

 

 (準教科書の種目) 
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第６条 小学校及び中学校における無償給与又は貸与の準教科書の種目は，次に掲げ

るものとする。 

  小学校 体育(全学年)・特別活動(全学年) 

  中学校 体育(第１学年) 

２ 教科書について変改の必要が生じた場合は，種目を追加し，又は削除することが

できる。 

３ 当分の間，全種目にわたらないことができる。 

   第３章 採択 

 (教育委員会の任務) 

第７条 小松市教育委員会(以下「教育委員会」という。)は，小学校及び中学校にお

いて使用する準教科書の採択の適正な実施を図るため，小学校及び中学校において

使用する準教科書の研究に関し，計画し，及び実施するとともに，小学校及び中学

校の校長の行う採択に関する事務について，適切な指導，助言又は援助を行うもの

とする。 

 (採択委員会の設置) 

第８条 小学校及び中学校において使用する準教科書について，教育委員会に対し，

種目ごとに２種の推薦を行うため小松市準教科書採択委員会(以下「採択委員会」と

いう。)を置く。 

 (採択委員の構成) 

第９条 採択委員会の委員は，次の各号に掲げる者のうちから，教育委員会が委嘱す

る。この場合において，委嘱する委員の数は，小学校及び中学校のそれぞれの種目

ごとに３人又は５人とする。 

(1) 小学校及び中学校の校長及び教員 

(2) 教育委員会の指導主事 

 (採択の基準) 

第10条 採択の基準については，教育委員会において別に定める。 

 (採択の決定) 

第６条 小学校等における無償給与又は貸与の準教科書の種目は，体育（全学年）と

する。 

                        

               

２ 教科書について変改の必要が生じた場合は，種目を追加し，又は削除することが

できる。 

３ 当分の間，全種目にわたらないことができる。 

   第３章 採択 

 (教育委員会の任務) 

第７条 小松市教育委員会(以下「教育委員会」という。)は，小学校等において使用

する準教科書の採択の適正な実施を図るため，小学校等において使用する準教科書

の研究に関し，計画し，及び実施するとともに，小学校等の校長の行う採択に関す

る事務について，適切な指導，助言又は援助を行うものとする。 

 

 (採択委員会の設置) 

第８条 小学校等において使用する準教科書について，教育委員会に対し，種目ごと

に２種の推薦を行うため小松市準教科書採択委員会(以下「採択委員会」という。)

を置く。 

 (採択委員の構成) 

第９条 採択委員会の委員は，次の各号に掲げる者のうちから，教育委員会が委嘱す

る。この場合において，委嘱する委員の数は，小学校等のそれぞれの種目ごとに３

人又は５人とする。 

(1) 小学校等の校長及び教員 

(2) 教育委員会の指導主事 

 (採択の基準) 

第10条 採択の基準については，教育委員会において別に定める。 

 (採択の決定) 
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第11条 小学校及び中学校において使用する準教科書の採択は，採択委員会の意見を

聞いて，教育委員会が種目ごとに１種の準教科書を決定する。 

 (採択の期間) 

第12条 小学校及び中学校において使用する準教科書の採択の期間は，４年とする。 

２ 採択の中途において，採択した準教科書の発行が行われなくなった場合は，新た

に採択する準教科書の採択期間は，発行が行われなくなった準教科書を採択してい

た期間を控除した期間とする。 

 (採択変えの時期) 

第13条 小学校及び中学校において使用する準教科書の採択変えの時期は，教科用図

書の採択変えの年度と同じくし，当該年度の12月又は１月に行うものとする。 

 (採択のための展示) 

第14条 準教科書の採択のための展示は，教育委員会において当該年度の12月又は１

月に行い，校長及び教員の研究に資する。 

   第４章 無償給付及び給与又は貸与事務 

 (無償給付申請) 

第15条 小学校及び中学校において使用する準教科書の児童及び生徒への無償給与又

は貸与については，使用する前年度の３月15日までに，準教科書給付申請書(様式第

１号)により校長が教育委員会へ給付について申請するものとする。 

 

第11条 小学校等において使用する準教科書の採択は，採択委員会の意見を聞いて，

教育委員会が種目ごとに１種の準教科書を決定する。 

 (採択の期間) 

第12条 小学校等において使用する準教科書の採択の期間は，４年とする。 

２ 採択の中途において，採択した準教科書の発行が行われなくなった場合は，新た

に採択する準教科書の採択期間は，発行が行われなくなった準教科書を採択してい

た期間を控除した期間とする。 

 (採択変えの時期) 

第13条 小学校等において使用する準教科書の採択変えの時期は，教科用図書の採択

変えの年度と同じくし，当該年度の12月又は１月に行うものとする。 

 (採択のための展示) 

第14条 準教科書の採択のための展示は，教育委員会において当該年度の12月又は１

月に行い，校長及び教員の研究に資する。 

   第４章 無償給付及び給与又は貸与事務 

 (無償給付申請) 

第15条 小学校等において使用する準教科書の児童及び生徒への無償給与又は貸与に

ついては，使用する前年度の３月15日までに，準教科書給付申請書(様式第１号)によ

り校長が教育委員会へ給付について申請するものとする。 
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小松市立学校通学区域規則（平成31年小松市教育委員会規則第６号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

小松市立学校通学区域規則 

 

 (趣旨) 

第１条 この規則は，小松市立小学校及び小松市立中学校(以下「小松市立小中学校」

という。)の通学区域を定めるものとする。 

 (小中学校通学区域) 

第２条 小松市立小中学校の通学区域は，別表のとおりとする。 

小松市立学校通学区域規則 

 

 (趣旨) 

第１条 この規則は，小松市立小学校，小松市立中学校及び小松市立義務教育学校(以

下「小松市立小学校等」という。)の通学区域を定めるものとする。 

 (小中学校通学区域) 

第２条 小松市立小学校等の通学区域は，別表のとおりとする。 
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小松市立学校施設使用規則（昭和24年小松市教育委員会規則第１号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

小松市立学校施設使用規則 

 

(目的) 

第１条 この規則は，学校施設(小松市立小学校及び中学校の体育施設の開放に関する

規則(昭和52年小松市教育委員会規則第４号)に規定する小松市立学校体育施設を除

く。以下同じ。)が学校教育の目的以外の目的にみだりに使用されることを防止し，

もって学校施設を確保し管理の万全を期することを目的とする。 

小松市立学校施設使用規則 

 

(目的) 

第１条 この規則は，学校施設(小松市立小学校，中学校及び義務教育学校の体育施設

を除く。以下同じ。)が学校教育の目的以外の目的にみだりに使用されることを防止

し，もって学校施設を確保し管理の万全を期することを目的とする。 

 

 

 

小松市立小学校及び中学校の体育施設の開放に関する規則（昭和52年小松市教育委員会規則第４号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

小松市立小学校及び中学校の体育施設の開放に関する規則 

 

（目的） 

第１条 この規則は，小松市におけるスポーツの振興及びスポーツを通しての健全な

グループ活動の育成並びに幼児及び児童の安全な遊び場の確保のために，小松市立

学校体育施設を学校教育に支障のない範囲で，幼児，児童生徒その他一般市民の使

用に供すること（以下「学校体育施設の開放」という。）に関し必要な事項を定め

ることを目的とする。 

小松市立小学校等の体育施設の開放に関する規則 

 

（目的） 

第１条 この規則は，小松市におけるスポーツの振興及びスポーツを通しての健全な

グループ活動の育成並びに幼児及び児童の安全な遊び場の確保のために，小松市立小

学校，中学校及び義務教育学校の体育施設を学校教育に支障のない範囲で，幼児，児

童生徒その他一般市民の使用に供すること（以下「学校体育施設の開放」という。）

に関し必要な事項を定めることを目的とする。 
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議案第５号 

 

小松市立学校教職員安全衛生委員会規程及び 

勝木賞規程の一部を改正する規程について 

 

 小松市立学校教職員安全衛生委員会規程及び勝木賞規程を次のように

制定する。 

 

小松市立学校教職員安全衛生委員会規程及び 

勝木賞規程の一部を改正する規程 

 

 （小松市立学校教職員安全衛生委員会規程の一部改正） 

第１条 小松市立学校教職員安全衛生委員会規程（平成 17 年小松市教育

委員会規程第１号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「小松市立小学校及び中学校設置条例」を「小松市立小学校

等設置条例」に改める。 

 （勝木賞規程の一部改正） 

第２条 勝木賞規程（昭和 57 年小松市教育委員会規程第１号）の一部を

次のように改正する。 

  第２条中「第３学年」の次に「及び小松市立義務教育学校の第９学年」

を加える。 

   附 則 

 この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

 

令和３年２月９日 

教育委員会会議 資料 

学校教育課 

9



小松市立学校教職員安全衛生委員会規程（平成17年小松市教育委員会規程第１号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

小松市立学校教職員安全衛生委員会規程 

 

(趣旨) 

第１条 この規程は，小松市立学校(小松市立小学校及び中学校設置条例(昭和40年小

松市条例第19号)別表に規定する学校及び小松市立高等学校条例(昭和34年小松市条

例第33号)に規定する学校をいう。以下同じ。)における教職員の安全衛生管理の円

滑な推進を図るため，安全衛生委員会の設置に関し，労働安全衛生法(昭和47年法律

第57号。以下「法」という。)に定めるもののほか，必要な事項を定めるものとす

る。 

 

小松市立学校教職員安全衛生委員会規程 

 

(趣旨) 

第１条 この規程は，小松市立学校(小松市立小学校等設置条例(昭和40年小松市条例

第19号)別表に規定する学校及び小松市立高等学校条例(昭和34年小松市条例第33号)

に規定する学校をいう。以下同じ。)における教職員の安全衛生管理の円滑な推進を

図るため，安全衛生委員会の設置に関し，労働安全衛生法(昭和47年法律第57号。以

下「法」という。)に定めるもののほか，必要な事項を定めるものとする。 

 

 

 

 

勝木賞規程（昭和57年小松市教育委員会規程第１号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

勝木賞規程 

 

（勝木賞の対象者） 

第２条 勝木賞の対象者は，小松市立中学校の第３学年に在籍する生徒とする。 

勝木賞規程 

 

（勝木賞の対象者） 

第２条 勝木賞の対象者は，小松市立中学校の第３学年及び小松市立義務教育学校の

第９学年に在籍する生徒とする。 
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議案第７号 

 

サイエンスヒルズこまつ科学賞規程の一部を改正する規程について 

 

サイエンスヒルズこまつ科学賞規程の一部を改正する規程を次のように制

定する。 

 

サイエンスヒルズこまつ科学賞規程の一部を改正する規程 

 

サイエンスヒルズこまつ科学賞規程（令和２年小松市教育委員会規程第１号）

の一部を次のように改正する。 

第３条中「中学校，」の次に「義務教育学校，」を加える。 

第４条第３号を次のように改める。 

⑶ ホープ賞 

第８条第２号中「全国大会や資格検定等において顕著な成績を収めたもの」

を「全国コンクール等において顕著な成績を収めたもの」に改め，同条第３号

を次のように改める。 

⑶ ホープ賞 各種コンクール等（ひととものづくり科学館が開催するコン

クールを含む。）において優秀な成績を収めたもの 

附 則 

この規程は，公表の日から施行する。 

 

 

令和３年２月９日 

教育委員会会議 資料 

ひととものづくり科学館 
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サイエンスヒルズこまつ科学賞規程（令和 2年小松市教育委員会規程第 1号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

第１条～第２条 （略） 

 （授賞の対象） 

第３条 ヒルズ科学賞を受けるものは，小松市内在住又は市内の小学校，中学

校，高等学校に在籍する児童生徒及びひととものづくり科学館を利用する（ひと

とものづくり科学館の主催事業参加者を含む。）小松市外の児童生徒とする。た

だし，団体の場合は，市内の学校，職場又は科学に関する団体とする。 

 

 （ヒルズ科学賞の種類） 

第４条 規程第１条に規定するヒルズ科学賞の種類は，次の各号に定めるとおり

とする。 

⑴ ポラリス賞 

⑵ チャレンジ賞 

⑶ レコード賞 

⑷ サイエンス功労賞 

 （推薦の手続） 

第５条 （略） 

 （授賞の決定及び方法） 

第６条 （略） 

 （選考委員会） 

第７条 （略） 

（選考の方法及び基準） 

第８条 選考委員会の審議は，次項に定める選考基準に基づいて行い，その結果

を教育長に報告するものとする。 

２ ヒルズ科学賞の選考基準は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に定め

るところによる。 

⑴ ポラリス賞 自然科学分野における研究や各種コンクール等において特に優

秀な成績を収めたもの 

第１条～第２条 （略） 

（授賞の対象） 

第３条 ヒルズ科学賞を受けるものは，小松市内在住又は市内の小学校，中学

校，義務教育学校，高等学校に在籍する児童生徒及びひととものづくり科学館を

利用する（ひととものづくり科学館の主催事業参加者を含む。）小松市外の児童

生徒とする。ただし，団体の場合は，市内の学校，職場又は科学に関する団体と

する。 

（ヒルズ科学賞の種類） 

第４条 規程第１条に規定するヒルズ科学賞の種類は，次の各号に定めるとおり

とする。 

⑴ ポラリス賞 

⑵ チャレンジ賞 

⑶ ホープ賞 

⑷ サイエンス功労賞 

 （推薦の手続） 

第５条 （略） 

 （授賞の決定及び方法） 

第６条 （略） 

 （選考委員会） 

第７条 （略） 

（選考の方法及び基準） 

第８条 選考委員会の審議は，次項に定める選考基準に基づいて行い，その結果

を教育長に報告するものとする。 

２ ヒルズ科学賞の選考基準は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に定め

るところによる。 

⑴ ポラリス賞 自然科学分野における研究や各種コンクール等において特に優

秀な成績を収めたもの 
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⑵ チャレンジ賞 全国大会や資格検定等において顕著な成績を収めたもの 

⑶ レコード賞  ヒルズカップにおいて顕著な成績を収めたもの 

 

⑷ サイエンス功労賞 科学の振興のために功績のあった個人及び団体 

第９条及び第10条 （略） 

⑵ チャレンジ賞 全国コンクール等において顕著な成績を収めたもの 

⑶ ホープ賞  各種コンクール等（ひととものづくり科学館が開催するコンク

ールを含む。）において優秀な成績を収めたもの 

⑷ サイエンス功労賞 科学の振興のために功績のあった個人及び団体 

第９条及び第10条 （略） 
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推薦受検 推薦内定 一般受検 一般合格 全合格者 推薦受検 推薦内定 一般受検 一般合格 全合格者

平成29年度 30 24 145 136 160 38 10 35 30 40 200

平成30年度 17 17 157 148 165 30 10 25 25 35 200

平成31年度 19 16 160 144 160 31 10 28 28 38 198

令和２年度 26 12 129 109 121 21 10 22 22 32 153

令和３年度 26 27

〇令和３年度募集人数

　　・普通科　120名（うち推薦12名）　　

　　・普通科芸術コース　40名（うち推薦10名）

〇今後の予定

　　・推薦入学検査日　 ２月９日（火）

　　・推薦入学合格内定者の通知 ２月１５日（月）

　　・一般入学出願 ２月１７日（水）～２２日（月）

　　・入学検査 ３月９日（火）～１０日（水）

　　・合格発表 ３月１７日（水）正午

普通科 普通科（芸術コース）
合計

小松市立高校受検状況について
令和３年２月９日

教育委員会会議 資料

市立高校

19


